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一
九
三

は
じ
め
に　

本
稿
の
課
題

　

二
〇
一
五
年
一
月
二
五
日
の
ギ
リ
シ
ア
総
選
挙
は
、
急
進
左
派
連
合
の
大
勝
と
新
政
権
の
発
足
を
も
た
ら
し
た
。
南
欧
で
緊
縮
策
を

正
面
か
ら
批
判
・
否
定
す
る
政
権
が
初
め
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
南
欧
諸
国
で
い
わ
ゆ
る
中
道
左
派
政
党
が
、
ド
イ
ツ
政
府
や
ト
ロ

イ
カ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
緊
縮
策
の
実
施
の
た
め
に
、
解
党
的
と
い

え
る
ほ
ど
有
権
者
の
支
持
を
大
幅
に
失
い
、
社
会
民
主
主
義
政
権
が
復
活
す
る
希
望
が
つ
い
え
た
と
み
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、「
左
翼
」

を
名
乗
る
政
党
の
政
権
奪
取
は
大
き
な
衝
撃
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
「
左
翼
」
は
、
従
来
の
固
い
組
織
を
目
指
す
政
党
と
異
な
る

社
会
運
動
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
緩
や
か
な
政
治
組
織
の
連
合
体
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
媒
介
と
す
る
緩
や
か
な
社
会

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
政
党
が
議
会
政
治
の
主
役
と
し
て
登
場
し
、
従
来
の
政
党
政
治
を
一
新
し
て
い
る
。
こ
の
急
進
左
派

連
合
の
友
党
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
で
突
然
登
場
し
、
急
速
に
支
持
を
伸
ば
し
た
の
が
ポ
デ
モ
ス
で
あ
る
。

　

ポ
デ
モ
ス
も
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
、
極
左
、
あ
る
い
は
左
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
と
一
般
に
評

価
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
政
治
学
で
そ
の
言
辞
や
行
動
が
非
合
理
的
だ
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
実
際
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
ポ

ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味野　

上　

和　

裕



　

一
九
四

デ
モ
ス
は
極
左
と
評
さ
れ
、
そ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
要
素
に
よ
っ
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
で
き
る
限
り

ポ
デ
モ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
が
実
際
に
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
内
在
的
に
そ
の
理
念
と
政
策
を
理
解
し
、
そ
れ
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン

の
政
党
政
治
に
持
つ
意
味
を
捉
え
る
こ
と
を
目
指
す
。

第
１
章　

ポ
デ
モ
ス
と
は
何
か

　

ポ
デ
モ
ス
は
、
二
〇
一
四
年
一
月
十
七
日
に
発
足
し
、
結
党
大
会
が
十
月
十
八
・
十
九
日
で
、
パ
ブ
ロ
・
イ
グ
レ
シ
ア
ス
書
記
長
な

ど
執
行
部
が
選
出
さ
れ
た
の
が
よ
う
や
く
十
一
月
に
過
ぎ
な
い
、
で
き
た
ば
か
り
の
新
政
党
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
の
末
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
議
会
選
挙
に
参
加
す
る
た
め
結
党
の
話
が
浮
上
し
た
。
準
備
期
間
が
乏
し
く
、
二
〇
一
四
年
三
月
十
一
日
に
政
党
登
録
に
こ
ぎ
つ
け

た
が
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
で
ス
ペ
イ
ン
に
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
五
四
議
席
中
五
議
席
を
獲
得
し
、
第
四
の
政
治
勢
力
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ポ
デ
モ
ス
の
擡
頭
は
、
世
論
調
査
で
は
っ
き
り
認
め

ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
国
の
機
関
で
あ
る
社
会
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
十
月
段
階
の
政
党
支
持
調
査
で

は
、
支
持
率
が
第
一
位
に
な
り
政
界
に
衝
撃
を
与
え
た
（C

IS, B
aróm

etro, octubre de 2014

）。
仮
に
す
ぐ
に
総
選
挙
を
行
な
う
と
、

下
院
三
五
〇
議
席
中
、
ポ
デ
モ
ス
が
一
〇
〇
を
超
え
る
議
席
を
獲
得
し
て
、
第
一
党
か
第
二
党
の
地
位
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
二
日
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
州
の
地
方
選
挙
で
は
、
ま
だ
、
二
大
政
党
制
が
強
固
な
こ
と
を
し
め
し

て
い
る
（E

l País, 23/3/2014

）。
ポ
デ
モ
ス
の
勢
力
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
の
拡
大
の
理
由
と
、
ス
ペ
イ
ン
全
体
の
政

治
へ
の
影
響
を
探
っ
て
い
こ
う
。
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第
１
節　
「
ポ
デ
モ
ス
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か

　
「
ポ
デ
モ
ス
」
と
は
、
オ
バ
マ
氏
が
二
〇
〇
八
年
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
使
っ
た
「Yes, w

e can!

」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
対
応
す
る
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
市
民
の
政
治
へ
の
声
を
強
め
よ
う
と
い
う
市
民
運
動
の
延
長
上
に
そ
の
理
念
に
あ

る
。
ポ
デ
モ
ス
は
、
何
を
求
め
て
こ
の
名
称
を
採
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ポ
デ
モ
ス
の
党
名
は
、
特
定
の
政
策
を
目
指
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
言
う
よ
り
も
、「
今
行
な
わ
れ
て
い
る
政
策
が
唯
一
可
能

で
、
こ
れ
に
か
わ
る
政
策
が
な
い
」
や
「
今
の
体
制
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
諦
め
の
風
潮
を
打
ち
破
る
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
ポ
デ
モ
ス
の
最
初
の
攻
撃
対
象
は
、
閉
塞
感
で
あ
る
。
市
民
の
無
力
感
を
克
服
し
、
政
治
を
市
民
の
手
に
取
り
戻

そ
う
と
い
う
理
想
を
掲
げ
た
の
が
ポ
デ
モ
ス
と
い
う
党
名
に
込
め
ら
れ
た
意
味
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
２
節　

ポ
デ
モ
ス
の
登
場

　

第
１
項　

社
会
運
動
と
ポ
デ
モ
ス

　

ポ
デ
モ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
し
ば
し
ば
、
政

党
と
社
会
運
動
の
二
つ
の
性
格
を
も
つ
と
さ
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
様
々
な
抗
議
デ
モ
が
日
常
的
に
見
ら
れ
、
し
か
も
と
き
に
何
十

万
人
規
模
の
も
の
参
加
を
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
員
力
は
、
階
級
縦
断
的
な
性
格
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
「
新
社
会
運
動
」（
エ

コ
ロ
ジ
ー
、
反
戦
、LG

B
T

な
ど
非
経
済
的
争
点
に
関
わ
る
社
会
運
動
）
に
も
当
て
は
ま
っ
て
い
る
（K

aram
ichas, 2007

）。
た
と
え

ば
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
に
生
じ
た
石
油
タ
ン
カ
ー
・
プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
号
の
座
礁
事
件
で
は
、
当
時
の
ア
ス
ナ
ー
ル
人
民
党
政
府
と

内
相
ラ
ホ
イ
（
現
首
相
）
が
環
境
破
壊
を
軽
視
し
て
対
策
を
怠
り
、
し
か
も
座
礁
船
を
沖
合
に
無
理
に
曳
航
し
て
海
洋
汚
染
を
拡
大
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
ヌ
ン
カ
・
マ
イ
ス
（
ノ
ー
モ
ア
と
い
う
意
味
の
ガ
リ
シ
ア
語
）」
運
動
が
、
事
故
現
場
近
く
の
サ
ン
チ
ア
ゴ
・



　

一
九
六

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
で
二
十
万
人
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
十
万
人
の
抗
議
デ
モ
を
組
織
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
二
月
の
国
際
的
な
反

イ
ラ
ク
戦
争
の
デ
モ
に
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
で
六
十
万
〜
一
六
六
万
人
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
七
十
万
〜
一
三
〇
万
人
の
市
民
が
参
加
し
た
。

　

第
２
項　

十
五
Ｍ
運
動

　

以
上
の
よ
う
な
新
社
会
運
動
を
発
展
さ
せ
て
、
さ
ら
に
新
た
な
形
態
を
示
し
た
の
が
二
〇
一
一
年
五
月
十
五
日
に
発
生
し
た
十
五
Ｍ

運
動
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
発
生
し
た
世
界
金
融
危
機
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
経
済
が
景
気
後

退
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ギ
リ
シ
ア
に
端
を
発
す
る
ユ
ー
ロ
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
、
サ
パ
テ
ー
ロ
社
会
労
働
党
政
権
も
緊
縮
策

へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
新
自
由
主
義
政
策
の
結
果
、
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
に
疎
外
さ
れ
た
人
々
（
尊
厳
を

奪
わ
れ
た
人
イ
ン
デ
ィ
グ
ナ
ド
ス
）
の
運
動
と
し
て
発
生
し
た
の
が
十
五
Ｍ
運
動
で
あ
っ
た
（E

l País, 17/5/2011

）。

　

十
五
Ｍ
運
動
は
、「
今
こ
そ
真
の
民
主
主
義
を
」
を
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
と
す
る
少
数
の
人
々
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
デ
モ
を
呼
び
か

け
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。
二
〇
一
一
年
五
月
十
五
日
日
曜
日
、
単
な
る
デ
モ
行
進
は
、
警
察
が
交
通
妨
害
を
口
実
に
参
加
者
を
逮
捕
し

た
こ
と
に
よ
り
、
性
格
を
大
き
く
転
換
し
た
。
釈
放
を
求
め
る
デ
モ
隊
の
座
り
込
み
が
拡
大
し
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
中
心
ソ
ル
広
場
で
の

野
営
運
動
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
座
り
込
み
と
野
営
の
運
動
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
マ
ラ
ガ
、
グ
ラ
ナ
ダ
、
セ
ビ
ー
ヤ
、
ビ

ル
バ
オ
、
サ
ラ
ゴ
ザ
な
ど
に
主
要
な
都
市
に
波
及
し
た
。
五
月
二
二
日
に
統
一
地
方
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
十
八
日
水
曜
日

に
選
挙
管
理
委
員
会
が
デ
モ
の
禁
止
を
発
表
し
た
が
、
結
局
、
本
来
集
会
が
禁
止
さ
れ
る
選
挙
の
前
日
と
当
日
に
も
座
り
込
み
が
続
け

ら
れ
、
そ
の
参
加
者
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
二
万
八
千
人
、
バ
レ
ン
シ
ア
一
万
人
マ
ラ
ガ
七
千
人
セ
ビ
ー
ヤ
四
千
人
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
千

人
、
ビ
ル
バ
オ
三
千
人
、
パ
ル
マ
・
デ
・
マ
ヨ
ル
カ
三
千
人
（
警
察
発
表
）
に
の
ぼ
っ
た
。
結
局
、
五
月
二
九
日
に
マ
ド
リ
ー
ド
で
野

営
の
解
散
が
決
定
さ
れ
、
六
月
十
二
日
に
撤
退
が
完
了
す
る
ま
で
、
ソ
ル
広
場
の
占
拠
は
二
ヶ
月
に
及
ん
だ
。
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し
か
し
、
緊
縮
策
へ
の
抗
議
活
動
は
、
座
り
込
み
か
ら
デ
モ
へ
と
形
態
を
戻
し
て
続
け
ら
れ
、
六
月
十
九
日
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
の
緊
縮

策
の
協
定
に
対
し
て
、
全
国
で
総
計
一
五
〇
〇
万
人
参
加
の
反
対
デ
モ
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
十
五
Ｍ
運
動
は
海
外
に
も
波
及
し
、
九

月
二
七
日
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
占
拠
が
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
占
拠
運
動
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
十
五
Ｍ

運
動
を
モ
デ
ル
と
し
た
（G

ould-W
artofsky, 2015

）。
さ
ら
に
、
十
月
十
五
日
、
世
界
中
で
緊
縮
策
反
対
行
動
が
行
な
わ
れ
、
マ
ド

リ
ー
ド
（
参
加
者
五
十
万
人
超
）、
バ
ル
セ
ロ
ナ
（
警
察
発
表
六
万
人
主
催
者
四
十
万
人
）
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
で
抗
議
活
動
が
行

な
わ
れ
た
（E

l País, 16/10/2011

）。

　

こ
の
十
五
Ｍ
運
動
は
、
保
守
あ
る
い
は
右
翼
の
政
治
家
や
評
論
家
か
ら
の
非
難
の
対
象
と
な
り
、
ポ
デ
モ
ス
の
起
源
と
見
な
さ
れ
て

い
る
（
右
か
ら
の
ポ
デ
モ
ス
分
析
の
書
籍
と
し
てM

üller, 2014

）。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
直
線
的
に
十
五
Ｍ
運
動
と
ポ
デ
モ
ス
を

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

十
五
Ｍ
運
動
は
十
分
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
わ
け
で
な
く
、
印
象
論
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
が
、
経
済
危
機
と
緊
縮
政
策
で
一
番

負
担
を
お
わ
さ
れ
て
い
る
層
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
十
五
Ｍ
運
動
に
お
い
て
、「
未
来
な
き
若
者
」
運
動
が
目

立
っ
て
い
た
。
実
際
、
参
加
者
の
政
治
的
傾
向
は
、
そ
の
自
己
認
識
を
見
る
と
、
三
分
の
二
が
左
翼
、
三
分
の
一
が
中
道
左
翼
ま
た
は

無
党
派
で
あ
り
、
三
％
の
み
が
右
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
多
く
使
わ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
非
正
規
雇
用
の
拡
大
・
住
宅
問
題
、
失

業
、
大
学
教
育
、
経
済
の
悪
化
を
批
判
す
る
も
の
が
多
く
、「
住
宅
のV

 V
 de vivienda

（V
 for vendetta

の
も
じ
り
）」
や
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
計
画
（
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
大
学
改
革
）
反
対
な
ど
が
多
か
っ
た
。
マ
ド
リ
ー
ド
で
は
、
人
民
党
が
支
配
す
る
マ
ド
リ
ー
ド
州
政
府
の

政
策
へ
の
批
判
が
強
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
左
翼
政
党
は
、
一
般
に
運
動
を
反
シ
ス
テ
ム
運
動
と
見
ず
に
同
情
的
で
あ
っ
た
が
、
マ
ド
リ

ー
ド
州
首
相
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
・
ア
ギ
ー
レ
を
は
じ
め
と
す
る
人
民
党
の
政
治
家
は
、
失
業
を
嘆
く
参
加
者
に
対
し
て
、「
無
職
な
の

は
お
ま
え
等
が
悪
い
」
と
い
う
な
ど
、
そ
の
軽
蔑
感
を
隠
さ
ず
、
左
翼
と
決
め
つ
け
て
、
非
難
の
対
象
と
し
て
い
た
（
後
に
不
満
を
社



　

一
九
八

会
労
働
党
に
向
け
る
よ
う
画
策
し
た
）。

　

確
か
に
十
五
Ｍ
運
動
が
左
翼
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
が
、
し
か
し
、
十
五
Ｍ
運
動
を
呼
び
か
け
た
人
々
は
、
左
右
対
立
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
党
派
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
労
働
組
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
運
動
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
求
め
た
。
実
際
、
共
産
党
や

労
働
団
体
が
パ
ン
カ
ー
ド
を
運
動
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
、
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
五
Ｍ
の
活
動
家
た
ち
は
、
非
政
治
性
の

担
保
を
は
か
り
、
自
然
発
生
的
・
非
組
織
的
性
格
を
維
持
し
て
運
動
に
最
後
ま
で
明
確
な
リ
ー
ダ
ー
を
作
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
十

五
Ｍ
の
成
立
は
、
ポ
デ
モ
ス
の
後
の
リ
ー
ダ
ー
と
も
無
関
係
に
進
め
ら
れ
た
。（D

om
ínguez　

y G
im

énez, 2014

）。
他
方
で
、
後

の
ポ
デ
モ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
共
産
党
と
異
な
り
、
十
五
Ｍ
運
動
を
党
派
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
自
重
し
て
い
た
。
ま
た
、
ポ
デ

モ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
十
五
Ｍ
運
動
を
無
条
件
で
賞
賛
し
て
い
る
と
も
い
え
な
い
。
パ
ブ
ロ
・
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
十
五
Ｍ
運
動
が

短
期
的
に
逆
効
果
と
な
り
、
左
翼
政
党
を
不
利
に
す
る
と
認
め
て
お
り
（Iglesias, 2014a

）、
エ
レ
ホ
ー
ン
は
、
社
会
運
動
が
革
命
を

も
た
ら
す
わ
け
で
も
な
く
、
政
権
交
代
に
す
ぐ
に
つ
な
が
る
わ
け
で
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（D

om
ínguez　

y G
im

énez, 2014

）。

　

実
際
、
十
五
Ｍ
運
動
は
、
そ
の
最
中
に
行
な
わ
れ
た
地
方
選
挙
に
も
、
十
一
月
の
総
選
挙
に
も
、
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
（B

arreiro and Sánchez-C
uenca, 2012

）。
つ
ま
り
、
経
済
状
況
悪
化
に
由
来
す
る
政
府
に
対
す
る
懲
罰
票
を
除

外
す
る
と
、
白
票
・
無
効
票
の
増
加
が
十
五
Ｍ
運
動
と
い
う
事
件
の
影
響
と
い
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
絶
対
数
と
し
て
は
無
視
で
き
る
規

模
に
と
ど
ま
っ
て
た
。
十
五
Ｍ
参
加
者
の
不
満
が
主
に
市
や
州
の
政
権
を
握
る
保
守
の
福
祉
・
教
育
予
算
削
減
に
向
け
ら
れ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
人
民
党
が
五
六
万
票
拡
大
し
て
い
る
。
社
会
労
働
党
が
一
五
六
万
票
減
と
い
う
壊
滅
的
な
敗
北
を
喫
し
た
が
、
不
況
に

よ
る
政
府
へ
の
懲
罰
票
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
十
五
Ｍ
運
動
は
、
選
挙
結
果
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
む
し
ろ
、
十
一
月
総
選
挙
で
の
保
守
の
人
民
党
の
大
勝
の
一
因
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
過
激
な
緊
縮
路
線
は
十
五
Ｍ
運
動

が
逆
効
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

一
九
九

　

こ
の
よ
う
な
「
イ
ン
デ
ィ
グ
ナ
ド
ス
」
の
運
動
は
、
組
織
を
持
た
な
い
だ
け
に
、
継
続
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年

の
う
ち
に
は
、
完
全
に
終
息
し
た
と
捉
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
十
五
Ｍ
の
一
年
後
に
再
び
デ
モ
が
起
こ
り
、
潜
在
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

残
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
思
い
出
し
た
よ
う
に
動
員
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
政
治
的
に
永
続
的
な

影
響
を
残
す
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
十
五
Ｍ
運
動
の
限
界
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
、
ポ
デ
モ
ス
が
結
成
さ
れ

た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

そ
れ
で
も
ポ
デ
モ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
十
五
Ｍ
運
動
を
高
く
評
価
し
、
ポ
デ
モ
ス
の
基
礎
と
な
っ
た
と
認
め
る
。
そ
れ
は
、
組

織
的
に
継
続
す
る
と
い
う
意
味
で
な
い
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
十
五
Ｍ
運
動
が
、
新
自
由
主
義
的
緊
縮
策
が
唯
一
の
解
決
で
あ
る
と
い

う
言
説
を
疑
問
視
し
、
政
策
を
皆
で
話
し
合
う
と
い
う
新
た
な
政
治
文
化
を
創
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
、

暴
力
的
・
破
壊
的
な
活
動
で
な
く
、
通
常
の
人
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
非
暴
力
的
な
活
動
の
方
が
よ
り
有
益
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ

し
て
、
政
権
側
の
過
剰
反
応
が
人
々
の
意
識
の
覚
醒
を
生
み
、
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
、
イ
グ
レ
シ

ア
ス
と
モ
ネ
デ
ー
ロ
は
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
警
句
を
引
用
し
て
論
じ
て
い
る
。「
最
初
に
君
は
無
視
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
君
は

嘲
笑
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
君
は
攻
撃
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
、
君
は
勝
つ
こ
と
に
な
る
。」（Iglesias y M

onedero, 2011

）

第
３
節　

リ
ー
ダ
ー

　

ポ
デ
モ
ス
の
発
起
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
若
手
の
大
学
の
教
授
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
東
大
に
相
当
す
る
マ
ド
リ
ー
ド
の
コ
ン
プ
ル
テ

ン
セ
大
学
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
政
治
学
社
会
学
部
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
五
人
の
執
行
部
の
全
員
が
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ

大
学
の
卒
業
生
で
、
三
人
ま
で
が
政
治
学
社
会
学
部
の
政
治
学
科
に
所
属
し
、
四
人
が
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
の
教
員
で
あ
る
。

　

書
記
長
の
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
一
九
七
八
年
生
ま
れ
、
共
産
党
員
の
両
親
に
よ
り
社
会
労
働
党
の
創
設
者
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ



　

二
〇
〇

て
い
る
。
常
に
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
あ
り
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
シ
ャ
ツ
姿
を
し
て
い
る
。
無
精
ひ
げ
の
よ
う
に
み
え
る
口
ひ
げ
を
蓄
え
、
長

め
の
髪
を
後
ろ
で
結
わ
え
て
い
る
風
貌
に
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代
の
ヒ
ッ
ピ
ー
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
提
出
し
た
博
士

論
文
（Iglesias, 2008

）
が
高
く
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
ま
で
母
校
で
も
教
鞭
を
執
っ
た
大
変
な
イ
ン
テ
リ
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年

か
ら
は
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動
や
環
境
運
動
な
ど
の
思
想
家
や
大
学
教
授
を
数
多
く
招
く
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
心
の
）
討
論
番

組
Ｌ
ａ　

Ｔ
ｕ
ｅ
ｒ
ｋ
ａ
の
司
会
者
を
務
め
て
い
る
（
テ
レ
ビ
で
の
活
動
はD

om
ínguez y G

im
énez, 2014

に
詳
し
い
）。
こ
の
番

組
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
バ
ジ
ェ
ー
カ
ス
と
い
う
労
働
者
地
区
の
ロ
ー
カ
ル
局
Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
Ｋ
が
制
作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
次
第
に
多
く
の
聴
取
者
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後
、
や
は
り
マ
ド
リ
ー
ド
の
ロ
ー
カ
ル
局
で
あ
る
が
、
よ
り
高

度
な
番
組
制
作
技
術
を
持
っ
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
局
「
チ
ャ
ン
ネ
ル
三
三
（C

anal33

）」
に
拠
点
を
得
て
、
Ｌ
ａ　

Ｔ
ｕ
ｅ
ｒ
ｋ
ａ
と
同

じ
コ
ン
セ
プ
ト
の
Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ　

Ａ
ｐ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
と
い
う
番
組
を
始
め
た
。
さ
ら
に
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
一
般
的
に
保
守
的
な
傾
向
が
強

い
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
局
の
討
論
番
組
に
も
呼
ば
れ
、
保
守
の
評
論
家
や
既
存
政
党
の
政
治
家
に
混
じ
っ
て
、
た
っ
た
一
人
で
緊
縮
策

を
批
判
す
る
姿
が
ス
ペ
イ
ン
中
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
自
ら
を
決
し
て
固
定
し
た
指
導
者
と
認
め
ず
、
党

内
で
の
輪
番
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
強
い
カ
リ
ス
マ
性
に
よ
り
、
党
内
で
飛
び
抜
け
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
活
動
の
場
を
拡
げ
て
い
く
中
で
、
フ
ア
ン
＝
カ
ル
ロ
ス
・
モ
ネ
デ
ー
ロ
と
エ
レ
ホ
ー
ン
も
イ
グ
レ
シ
ア
ス
と
同
様

に
テ
レ
ビ
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
モ
ネ
デ
ー
ロ
は
、
一
九
六
三
年
生
ま
れ
で
、
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
で
学
ん
だ
後
、
ド
イ
ツ

の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
留
学
し
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
崩
壊
原
因
を
テ
ー
マ
と
し
た
博
士
論
文
を
書
き
、
現
在
母
校
の
政
治
学

の
教
授
を
務
め
て
い
る
。
エ
レ
ホ
ー
ン
は
、
一
九
八
三
年
生
ま
れ
と
き
わ
め
て
若
く
、
同
じ
く
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
で
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
の
左
翼
政
権
の
研
究
で
博
士
号
を
と
り
、
マ
ラ
ガ
大
学
の
政
治
学
教
授
に
着
任
し
た
も
の
の
、
事
実
上
休
職
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
。
彼
ら
三
人
の
他
に
、
社
会
学
者
の
カ
ロ
リ
ー
ナ
・
ベ
ス
カ
ン
サ
、
そ
し
て
コ
ン
プ
ル
テ
ン
セ
大
学
の
哲
学
教
授
ル
イ
ス
・
ア
レ



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
〇
一

ー
グ
レ
が
執
行
部
を
形
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
執
行
部
が
徹
底
的
に
イ
ン
テ
リ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
共
産
党
や
社
会
労
働
党
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

労
働
運
動
や
学
生
運
動
の
活
動
家
か
ら
政
治
家
に
転
身
し
た
も
の
が
お
ら
ず
、
高
い
学
識
が
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
既
存
の
左
翼
運
動
や
左
翼
政
権
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
点
で
、
第
一
に
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
南
米
の
左
翼
政
権
と
の
関
係
で
あ
る
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
等
が
作
っ
た
政
治
社
会
研
究
セ

ン
タ
ー
は
、
ベ
ネ
ス
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
政
権
な
ど
、
左
翼
政
権
か
ら
、
政
策
の
作
成
の
基
礎
と
な
る
社
会
調
査
を
受
託
し
、
セ
ン
タ
ー

に
所
属
す
る
イ
グ
レ
シ
ア
ス
、
モ
ネ
デ
ー
ロ
、
エ
レ
ホ
ー
ン
等
が
調
査
員
と
し
て
政
権
に
協
力
し
た
（E

l País, 14/7/2014,; A
B

C
, 

2/2/2015

）。
そ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
極
左
と
し
て
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
ス
ペ
イ
ン
の
左
翼
政
党
や
左
翼
労
働
組
合
と
の
関
係
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
共
産
党
中
心
の
統
一
左
翼
と
い
う
組
織
あ
る
い

は
そ
の
指
導
者
に
対
し
て
、
協
力
し
た
経
験
を
有
し
、
共
産
党
や
労
働
組
合
「
労
働
者
委
員
会
」
と
人
的
に
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い

る
。
こ
の
点
も
、
彼
ら
が
左
翼
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
一
因
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
共
産
党
と
の
合
流
が
決
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
彼
ら
は
、
市
民
運
動
を
指
導
し
よ
う
と
す
る
共
産
党
へ
の
態
度
に
反
発
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
学
識
を
基
礎
に
既
存
の
左
翼

勢
力
と
協
力
を
し
て
い
て
も
、
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
新
左
翼
、
あ
る
い
は
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動
と
の
関
係
で
あ
る
。「
反
資
本
主
義
左
翼
」
を
筆
頭
と
す
る
新
左
翼
、
反

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動
、
反
シ
ス
テ
ム
運
動
の
い
く
つ
か
団
体
が
合
流
し
て
お
り
、
単
な
る
知
識
人
集
団
を
超
え
た
性
格
を
ポ
デ
モ
ス

に
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
知
識
人
の
性
格
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
層
と
一
般
党
員
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
デ
モ
ス

は
、
党
内
投
票
に
よ
っ
て
党
内
役
職
お
よ
び
選
挙
の
候
補
者
を
選
ぶ
と
い
う
ル
ー
ル
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ



　

二
〇
二

議
会
選
挙
候
補
者
も
、
設
立
発
起
人
が
自
動
的
に
選
ば
れ
る
の
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
執
行
部
に
つ
い
て
も
、
書
記
長
を
一
般
選
挙
で
選
ん
だ
ほ
か
、
他
の
役
職
に
つ
い
て
書
記
長
の
推
薦
し
た
候
補
者
に
信
任
投
票

が
行
な
わ
れ
た
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
自
ら
が
政
治
的
特
権
階
層
化
す
る
の
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
い
つ
で
も
交
代
可
能

な
活
動
家
に
過
ぎ
な
い
と
強
調
し
て
い
る
（E

l País, 19/10/2014

）。

　

そ
れ
で
も
、
上
記
の
知
識
人
た
ち
が
隔
絶
し
た
カ
リ
ス
マ
性
と
識
見
を
有
し
て
い
る
の
で
、
執
行
部
が
固
定
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
党
の
組
織
化
を
進
め
る
際
に
反
資
本
主
義
左
翼
に
連
な
る
活
動
家
が
反
発
を
し
め
し
た
（E

l 

País, 21/10/2014

）。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
員
の
中
で
も
イ
グ
レ
シ
ア
ス
と
他
の
議
員
と
の
軋
轢
も
生
じ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五

年
三
月
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
州
議
会
選
挙
で
、
名
簿
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
反
資
本
主
義
左
翼
の
テ
レ
ー
サ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

議
会
議
員
で
も
あ
る
）
と
執
行
部
と
に
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係
が
生
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
執
行
部
が
一
定
の
「
現
実

主
義
」
的
対
応
を
と
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
一
般
党
員
と
の
関
係
お
よ
び
反
資
本
主
義
左
翼
と
の
関
係
は
、
深
刻
化
す
る
危
険

を
抱
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

第
２
章 　

理
念
と
政
策

　

ポ
デ
モ
ス
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
党
の
中
で
最
も
左
に
位
置
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
社
会
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
世
論
調
査
（C

IS 

B
aróm

etros, enero 2015

）
に
よ
る
と
、
ポ
デ
モ
ス
を
十
段
階
評
価
で
最
左
翼
の
一
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
も
の
が
二
七
・
四
％
に
達
し

た
。
平
均
を
と
る
と
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
二
・
二
八
で
あ
り
、
社
会
労
働
党
の
四
・
六
二
、
共
産
党
主
体
の
統
一
左
翼
の
二
・
六
二
よ
り

も
左
に
位
置
す
る
。
た
だ
し
、
一
般
に
極
左
と
い
え
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
示
す
人
が
多
く
な
る
は
ず
だ
が
、
被
験
者
に
十
一



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
〇
三

段
階
で
評
価
し
て
も
ら
う
調
査
で
は
、
こ
の
政
党
に
だ
け
は
絶
対
投
票
し
た
く
な
い
〇
と
評
価
し
た
人
の
割
合
が
、
社
会
労
働
党
の
四

〇
・
五
％
に
次
い
で
、
四
一
・
八
％
の
低
さ
と
な
っ
て
い
る
。
平
均
で
見
る
と
、
社
会
労
働
党
の
二
・
七
を
大
き
く
上
回
る
三
・
〇
七

で
あ
り
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
一
般
の
有
権
者
か
ら
見
て
も
っ
と
も
拒
絶
反
応
の
少
な
い
政
党
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
極

左
・
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
い
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
世
論
調
査
の
結
果
も
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
な
い
。
そ
れ
で
は
、
彼
ら
の
主
張
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
彼
ら
の
理
念
を
見
て
み
よ
う
。

第
１
節 

理
念
と
言
説
「
カ
ー
ス
ト
」
批
判

　

ポ
デ
モ
ス
に
よ
れ
ば
、
新
自
由
主
義
的
な
緊
縮
策
は
、
政
府
の
首
脳
が
大
企
業
・
銀
行
の
幹
部
ポ
ス
ト
に
就
く
人
事
慣
行
（「
回
転

ド
ア
」）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
ポ
デ
モ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
政
界
と
財
界
の
癒
着
を
排
除
し
て
、
民
主
主
義
の
原
則
に
立
ち

返
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
政
を
特
権
階
層
（「
カ
ー
ス
ト
」）
か
ら
一
般
市
民
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
経

済
政
策
も
変
え
ら
れ
る
と
す
る
。

　

ポ
デ
モ
ス
の
主
張
は
、
二
つ
の
論
点
に
分
ら
れ
る
（Iglesias, 2014

）。
一
つ
は
、
経
済
政
策
が
民
間
大
企
業
に
奉
仕
す
る
よ
う
に

作
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
危
機
は
、
も
と
も
と
金
融
機
関
の
暴
走
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
民
間
の
債
務
が
、
地
方
自
治
体
や
政

府
か
ら
の
金
融
機
関
に
対
す
る
補
填
策
に
よ
っ
て
、
公
的
債
務
に
転
嫁
さ
れ
た
こ
と
で
発
生
し
た
。
公
債
の
急
増
の
結
果
、
金
融
機
関

へ
の
補
填
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
少
額
の
福
祉
や
教
育
な
ど
が
削
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
金
融
機
関
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
苛
烈
な
取
り
立
て
を
進
め
、
多
く
の
人
か
ら
住
ま
い
を
奪
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
企
業
は
、
労
働
者
保
護
の
法
制
を
弱
体
化
さ

せ
、
労
働
組
合
の
交
渉
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
と
賃
金
の
引
き
下
げ
を
達
成
し
て
い
る
。
所
得
税
の
所
得
配
分
機

能
が
弱
体
化
し
た
た
め
、
不
況
下
に
か
か
わ
ら
ず
富
裕
層
が
五
・
四
％
も
拡
大
し
、
ジ
ニ
係
数
で
三
四
を
記
録
す
る
（
二
〇
一
一
年
）



　

二
〇
四

な
ど
、
経
済
格
差
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
格
差
と
貧
困
を
助
長
す
る
民
間
企
業
の
利
益
擁
護
が
な
ぜ
公
的
な
政
策
で
推
進
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
デ
モ
ス

に
よ
れ
ば
、
特
権
集
団
カ
ー
ス
ト
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
政
府
機
関
か
ら
政
治
家
や
官
僚
が
民
間
企
業
の
重
役
に
異
動
し
、
民

間
企
業
の
経
営
者
が
政
府
機
関
の
重
要
な
職
務
に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
・
官
僚
や
政
治
家
と
民
間
企
業
経
営
者
と
の
利
益
共

同
体
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
公
的
機
関
に
よ
る
民
間
企
業
に
対
す
る
監
督
も
民
間
か
ら
の
政
府
に
対
す
る
監
視
も
弱
ま

り
、
モ
ラ
ル
が
弛
緩
し
て
、
不
正
な
政
治
資
金
の
調
達
や
蓄
財
が
行
な
わ
れ
、
民
間
企
業
や
金
融
機
関
に
不
正
が
は
び
こ
り
、
不
況
下

に
経
営
者
に
高
額
な
給
与
が
支
払
わ
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
税
の
不
正
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
三
％
す
な
わ
ち
九
〇
〇
億
ユ
ー
ル
に
の

ぼ
る
。
そ
し
て
、
財
務
省
の
推
計
で
も
、
そ
の
う
ち
の
七
〇
％
が
大
企
業
や
資
産
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
金
持

ち
の
不
正
は
、
一
世
帯
あ
た
り
の
平
均
所
得
が
二
万
三
千
ユ
ー
ロ
の
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
、
一
人
あ
た
り
二
千
ユ
ー
ロ
の
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
の
八
割
を
占
め
る
年
収
三
万
三
千
ユ
ー
ロ
以
下
の
階
層
で
は
二
七
・
三
％
の
税
負
担
を
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
の
〇
・
四
％
に
当
た
る
年
収
一
七
万
五
千
ユ
ー
ロ
以
上
の
階
層
は
わ
ず
か
に
一
六
・
三
％
の
負
担
に
と

ど
ま
る
。

　

イ
グ
レ
シ
ア
ス
等
は
、
保
守
の
人
民
党
政
権
に
お
い
て
、
貧
富
の
格
差
の
拡
大
な
ど
急
速
に
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
し
、
二
大
政

党
の
間
の
相
違
を
認
め
る
が
、
こ
う
い
っ
た
カ
ー
ス
ト
に
社
会
労
働
党
の
エ
リ
ー
ト
も
加
わ
っ
て
い
た
か
ら
、
社
会
労
働
党
政
権
で
も

銀
行
や
企
業
を
優
先
し
た
経
済
政
策
が
行
な
わ
れ
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
論
点
と
は
、
そ
の
よ
う
な
経
済
政
策
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
グ
レ
シ
ア

ス
は
、「
経
済
と
は
政
治
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
緊
縮
政
策
に
対
す
る
批
判
を
封
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、

財
政
赤
字
が
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方
が
一
般
に
流
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
ケ
イ
ン
ズ
的
な
財
政
政
策
が
経
済
政
策
の
選
択
肢
と
し



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
〇
五

て
抹
殺
さ
れ
、
緊
縮
策
の
受
け
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
抹
殺
し
た
の
が
グ
ラ

ム
シ
的
な
意
味
で
の
新
自
由
主
義
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
緊
縮
政
策
に
対
す
る
ポ
デ
モ
ス
の
戦
略
は
、
経
済
政
策
の
選
択
肢
の
存
在
を
一
般
の
人
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
緊
縮
策
に
代
わ
る
正
し
い
経
済
政
策
を
追
求
す
る
よ
り
も
、
複
数
の
政
策
の
選
択
肢
を
認
知
さ
せ
、
人
々
に
議
論
す
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
緊
縮
策
が
政
治
的
な
操
作
に
よ
っ
て
正
し
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
も

の
の
、
代
替
案
の
具
体
化
と
そ
の
経
済
学
的
な
正
当
化
が
十
分
に
達
成
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
机
上
の
空
論
を

並
べ
立
て
て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
議
論
で
奇
妙
な
の
は
「
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
党
」
論
で
あ
る
。
平
た
く
い
え
ば
、
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト

を
中
心
と
す
る
国
際
的
な
金
融
業
者
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
Ｅ
Ｃ
Ｂ
を
支
配
し
、
各
国
政
府
を
動
か
す
政
治
権
力
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
一

種
の
陰
謀
論
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
党
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
よ
り
、
社
会
民
主
主
義
勢
力
も
、
福
祉
国
家
が
贅
沢
品
で
官
僚

的
な
も
の
と
し
て
削
減
対
象
と
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
緊
縮
政
策
は
、
単
に
失
業
と
福
祉
削
減
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な

く
、
貧
困
の
悪
循
環
に
人
々
を
落
と
し
込
み
、
公
共
の
も
の
を
民
営
化
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ゴ
ミ
箱
と
し
、

ド
イ
ツ
の
事
実
上
の
植
民
地
に
し
た
と
す
る
。

　

こ
こ
で
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
議
論
は
、
一
層
過
激
に
な
り
、
ド
イ
ツ
政
府
と
そ
の
首
相
メ
ル
ケ
ル
に
対
す
る
攻
撃
に
及
ぶ
。
ド
イ
ツ
が

利
己
的
な
目
的
で
、
南
欧
諸
国
に
緊
縮
政
策
を
押
し
つ
け
る
と
非
難
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
し
う
る
人
権
と
民
主
主

義
の
共
同
体
と
し
て
成
熟
せ
ず
、
む
し
ろ
北
の
債
権
国
と
南
の
債
務
国
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
南
の
諸
国
に
対
す
る
緊

縮
策
の
要
求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
借
金
の
形
に
ギ
リ
シ
ア
に
領
土
要
求
す
べ
き
と
す
る
議
論
ま
で
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
主
張
は
、
そ
の
内
容
が
過
激
な
だ
け
で
な
く
、
そ
の
言
い
回
し
も
過
激
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
サ
ブ
カ
ル



　

二
〇
六

チ
ャ
ー
と
結
び
つ
い
た
言
説
を
展
開
す
る
だ
け
に
、
極
端
に
攻
撃
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
生
じ
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
無
責
任
な
扇
動
家
と
も

捉
え
ら
れ
る
（M

oreno Luzón, 2014

）。

　

と
こ
ろ
が
、
具
体
的
な
政
策
を
見
る
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

第
２
節 

政
策
の
現
実
性
と
曖
昧
さ

　

ポ
デ
モ
ス
の
具
体
的
な
政
策
で
は
、
先
の
激
し
い
言
説
が
影
を
潜
め
る
。
そ
こ
に
は
、
他
の
政
党
と
異
な
る
政
策
で
あ
っ
て
も
、
そ

れ
な
り
に
論
理
的
で
、
他
の
国
で
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
政
策
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
項　

政
治
改
革

　

ま
ず
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
真
の
民
主
主
義
を
達
成
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
。
し
ば
し
ば
直
接
民
主
制
に
固
執
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
と
モ
ネ
デ
ー
ロ
は
、
政
党
を
中
心
と
し
た
議
会
制
が
民
主
主
義
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
選
挙
制
度
の
改
革
論
を
提
示
し
て
い
る
（
以
下
、Iglesias y M

onedero, 2011

）。

　

選
挙
制
度
改
正
論

　

そ
の
選
挙
制
度
改
正
論
を
下
院
だ
け
に
限
定
す
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
現
行
制
度
の
問
題
点
は
、
第
一
に
、
選
挙
区
が
小
さ
い
た
め

に
、
得
票
と
獲
得
議
席
数
と
の
比
例
性
が
乏
し
い
こ
と
に
あ
る
。
五
十
あ
る
県
が
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
大
半
の
選
挙
区
で
定

数
が
二
か
ら
四
と
少
数
で
、
比
例
代
表
選
挙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
票
が
非
常
に
多
く
な
り
、
比
例
性
が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。

第
二
の
問
題
点
は
、
農
村
部
が
過
大
代
表
さ
れ
、
都
市
部
が
過
小
代
表
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
各
県
に
最
初
に
二
議
席
（
セ
ウ

タ
と
メ
リ
ー
ヤ
は
一
議
席
）
ず
つ
配
分
し
、
残
り
を
人
口
比
で
各
選
挙
区
に
割
り
振
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
口
の
少
な
い
農
村
部



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
〇
七

が
過
大
に
議
席
を
配
分
さ
れ
、
都
市
部
住
民
が
不
利
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
。

　

第
三
は
、
配
分
規
則
が
ド
ン
ト
制
で
、
他
の
方
式
よ
り
も
少
数
政
党
へ
の
配
分
が
少
な
く
な
る
。
第
四
は
、
実
質
的
な
閾
値
が
高
い

こ
と
で
あ
る
。
法
律
上
の
阻
止
条
項
は
選
挙
区
毎
に
三
％
以
上
の
得
票
を
要
求
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
最
初
に
挙
げ
た
選
挙
区
定
数
の

小
さ
さ
の
た
め
、
実
質
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
極
め
て
高
く
、
少
数
政
党
の
参
入
を
妨
げ
て
い
る
。
第
五
は
、
新
規
参
入
を
妨
げ
る
仕
組
み

が
最
近
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
一
月
の
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
議
員
を
獲
得
し
た
実
績
の
な
い
政
党
は
、

有
権
者
の
〇
・
一
％
の
署
名
を
必
要
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
新
政
党
は
、
全
土
で
候
補
者
を
立
て
る
た
め
に
三
万
人
を
超
え
る

署
名
が
必
要
と
な
り
、
実
質
的
に
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
第
六
は
、
現
ラ
ホ
イ
政
権
が
目
論
む
選
挙
制
度
改
革
で
あ
る
。
上
記
の

五
つ
の
問
題
点
の
解
決
で
な
く
、
少
数
政
党
を
よ
り
不
利
に
し
、
新
規
参
入
を
よ
り
難
し
く
す
る
議
員
定
数
の
削
減
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
れ
ら
の
欠
陥
は
、
第
五
・
第
六
の
問
題
を
除
く
と
、
標
準
的
な
政
治
学
の
教
科
書
（B

osch, 2012

）
で
も
議
論
さ
れ
、

二
大
政
党
へ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
と
農
村
部
の
過
大
代
表
性
に
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
主

張
は
、
政
治
学
者
と
し
て
当
然
の
指
摘
と
い
え
る
。
そ
う
い
っ
た
議
論
が
「
過
激
」
に
聞
こ
え
る
と
す
れ
ば
、「
一
九
七
八
年
体
制
の

解
体
」
や
憲
法
改
正
の
主
張
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
場
合
、
選
挙
区
が
県
単
位
で
あ
る
こ
と
と
各
県
に

ま
ず
二
議
席
ず
つ
配
分
す
る
こ
と
が
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
な
ど
で
選
挙
法
の
改
正
で
済
む
と
こ
ろ
が
、
憲
法
改
正
が

必
要
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
と
モ
ネ
デ
ー
ロ
が
求
め
る
改
善
案
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
倣
っ
た
小
選
挙
区
制

と
比
例
代
表
制
の
併
用
制
で
あ
る
。
議
席
を
全
国
一
区
の
比
例
配
分
で
行
な
う
た
め
に
比
例
区
を
置
き
、
小
選
挙
区
候
補
を
置
く
こ
と

で
議
員
と
有
権
者
の
距
離
を
縮
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
提
案
は
、
非
常
に
現
実
的
な
も
の
、
穏
健
な
も
の
と
い
え
よ
う
。



　

二
〇
八

　

第
２
項　

経
済
政
策

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
時
の
三
つ
の
議
論
あ
る
政
策
提
案

そ
れ
で
は
、
ポ
デ
モ
ス
の
経
済
政
策
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ポ
デ
モ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
時
に
そ
の
主
張

（Podem
os, 2014

）
が
非
現
実
的
と
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
非
現
実
的
と
非
難
さ
れ
た
経
済
政
策
は
、
三
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
①
ユ
ー
ロ
危
機
に
際
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
財
政
支
援
債
務
の
帳
消
し
、
②
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
60
歳
へ
の
引
き
下
げ
、
③
全
国
民

へ
の
最
低
所
得
保
障
の
三
点
で
あ
る
（E

l País, 27/11/2014

）。

　

こ
の
う
ち
①
の
主
張
は
借
り
た
金
を
返
さ
な
く
て
い
い
こ
と
に
す
る
と
い
う
無
責
任
な
話
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
最
近
で
も
、

こ
の
点
を
巡
っ
て
ポ
デ
モ
ス
を
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
と
し
て
非
難
す
る
論
者
も
い
る
（Zorrilla, 2015

）。
こ
れ
が
経
済
政
策
と
し
て

妥
当
か
否
か
は
判
断
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
選
挙
目
当
て
の
美
辞
麗
句
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
と
い
う
の

も
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
が
安
定
し
て
お
り
、
財
政
支
援
を
受
け
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
政
策
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
直
接

利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
の
救
済
措
置
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
趣
旨
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
中
南
米
の
累
積
債
務

危
機
に
際
し
て
の
行
な
わ
れ
た
債
務
処
理
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
返
済
能
力
が
な
く
な
っ
た
国
に
対
す
る
債
権
を
い
た
ず
ら
に
引
き
延

ば
し
て
も
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
今
の
時
点
で
精
算
す
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
も
経
済
を
回
復
し
得
る
の
で
、
長
期
的
に
債
権

国
に
と
っ
て
も
有
利
な
処
理
と
な
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。

　

②
つ
い
て
は
、
年
金
制
度
を
ユ
ー
ロ
危
機
以
前
の
も
の
、
つ
ま
り
わ
ず
か
四
年
前
の
ル
ー
ル
に
戻
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
政
治

的
に
難
し
く
て
も
、
税
金
を
含
め
た
制
度
設
計
を
や
り
直
す
こ
と
で
、
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
最
後
の
③
の
最
低
所
得

保
障
は
、
様
々
な
国
で
提
案
さ
れ
、
政
策
論
と
し
て
一
般
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
民
主
党
が
唱
え
た
が
、
ド
イ
ツ
の
自
由
民

主
党
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
唱
え
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
左
翼
の
政
策
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
理
論
的
分
析
と
し
て
は
、
ミ



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
〇
九

ル
ト
ン
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
負
の
所
得
税
構
想
も
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
ポ
デ
モ
ス
の
主
張
は
、
取
り
立
て
て
左
翼
的
な
も
の
で
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
、
ク
ル
ー
グ
マ
ン
や
ピ
ケ
テ
ィ
の
提
案
に
比
べ
る
と
、
穏
健
で
拍
子
抜
け
さ
え
し
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
ポ
デ
モ
ス
の
政
策
提
案
を
非
現
実
的
と
す
る
非
難
の
多
く
は
、
単
に
政
策
論
議
を
拒
絶
す
る
と
い
う
態
度
に
過
ぎ
な
い
と
さ
え
疑

わ
れ
る
。

　

こ
の
点
を
裏
か
ら
示
し
て
興
味
深
い
の
は
、
フ
ア
ン
・
ラ
モ
ン
・
ラ
ー
ヨ
に
よ
る
ポ
デ
モ
ス
の
経
済
政
策
批
判
（M

üller, 2014

所

収
）
で
あ
る
。
な
お
、
ラ
ー
ヨ
は
、
元
首
相
ア
ス
ナ
ー
ル
に
近
い
新
自
由
主
義
者
で
、
人
民
党
の
中
で
も
右
に
属
す
る
。
ラ
ー
ヨ
が
批

判
に
取
り
上
げ
る
の
は
上
記
の
個
別
政
策
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
所
得
再
分
配
、
公
共
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
や
増
税
と
い
う
政
策
全
体
の

哲
学
で
あ
る
。
ラ
ー
ヨ
は
、
様
々
な
実
証
デ
ー
タ
と
経
済
学
の
論
理
を
駆
使
し
て
、
非
生
産
的
で
的
外
れ
と
論
じ
て
い
る
。
そ
う
い
う

論
理
展
開
の
最
後
、
ラ
ー
ヨ
の
結
論
は
、
ポ
デ
モ
ス
の
経
済
政
策
が
サ
パ
テ
ー
ロ
や
（
人
民
党
党
首
で
現
首
相
の
）
ラ
ホ
イ
の
そ
れ
と

「
同
じ
で
（
駄
目
で
）
あ
る
」。

　

さ
ら
に
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
の
時
期
に
い
ま
だ
綱
領
を
体
系
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
際

の
政
策
提
言
だ
け
で
彼
ら
を
非
難
す
る
の
が
妥
当
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
組
織
化
の
過
程
で
ポ
デ
モ
ス
は
政
策
提
案

を
整
備
し
、
さ
ら
に
穏
健
化
さ
せ
て
（E

l País, 20/10/2014
）、
上
記
に
挙
げ
た
三
つ
の
政
策
の
い
ず
れ
も
が
、
十
一
月
に
経
済
政

策
綱
領
を
作
成
す
る
過
程
で
放
棄
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（E

l País, 27/11/2014

）。

第
３
節 

政
策
の
穏
健
さ
と
社
会
民
主
主
義

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
判
断
で
き
る
こ
と
は
、
政
策
を
見
る
限
り
、
ポ
デ
モ
ス
が
左
翼
で
あ
っ
て
も
、
極
左
と
い
え
な
い
こ
と
で
あ

る
。
エ
ル
・
パ
イ
ス
紙
は
、
ポ
デ
モ
ス
の
政
策
が
一
九
八
二
年
の
社
会
労
働
党
の
政
策
と
瓜
二
つ
だ
と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
の



　

二
一
〇

サ
パ
テ
ー
ロ
政
権
発
足
時
の
社
会
労
働
党
の
政
策
と
な
ら
ば
、
さ
ら
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
二
〇
一
〇
年
の
政
策
転
換
ま
で
サ
パ
テ
ー
ロ
政
権
を
支
持
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
前
述
の
博
士
論
文

の
中
で
、「
サ
パ
テ
ー
ロ
は
、
カ
リ
ス
マ
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
で
も
な
く
、
ま
た
他
の
言
語
を
話
す
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
し
か
も
前
政

権
の
経
済
政
策
の
基
本
ラ
イ
ン
を
維
持
し
て
き
た
が
、
世
界
の
進
歩
派
の
模
範
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
異
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
政
治
の
や
り
方
を
代
表
し
て
い
る
」（Iglesias, 2008

）
と
ま
で
賞
賛
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
社
会
労
働

党
政
権
の
支
持
者
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
か
な
り
の
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

確
か
に
、
様
々
な
場
所
に
お
い
て
、
ポ
デ
モ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
「
社
会
民
主
主
義
」
を
否
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
社
会
民
主

主
義
政
党
や
勢
力
が
、
政
治
的
に
「
カ
ー
ス
ト
」
化
し
、
経
済
政
策
に
お
い
て
ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
放
棄
し
て
緊
縮
策
を
受
け
入
れ
て
い

る
こ
と
を
非
難
す
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
理
念
は
福
祉
国
家
や
労
働
者
保
護
と
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
る
社
会
民
主
主
義
に
近
い
と
い
え

る
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
明
確
に
北
欧
の
社
会
民
主
主
義
体
制
を
モ
デ
ル
に
す
る
と
唱
え
、
彼
に
経
済
政
策
の
策
定
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た

二
人
の
経
済
学
者
は
「
進
歩
的
政
府
」
を
主
張
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
ポ
デ
モ
ス
の
政
策
の
変
更
と
捉
え
、
そ
の
変
更
の
理

由
を
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
党
内
掌
握
が
進
ん
で
「
反
資
本
主
義
左
翼
」
の
グ
ル
ー
プ
の
影
響
力
が
そ
が
れ
た
結
果
と
み
る
分
析
も
あ
れ

ば
、「
も
と
も
と
統
一
左
翼
に
近
か
っ
た
は
ず
だ
。
彼
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
固
定
的
で
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
論
じ
、
そ
の
変
更
の
め

ま
ぐ
る
し
さ
か
ら
「（
有
権
者
の
好
み
に
）
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
た
社
会
民
主
主
義
」
と
揶
揄
す
る
分
析
（
ホ
セ
＝
イ
グ
ナ
シ
オ
・
ト
レ

ブ
ラ
ン
カ
）
も
あ
る
（E

l País, 30/11/2011

）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
時
点
で
の
ポ
デ
モ
ス
の
主
張
は
、
か
つ
て
の
社
会
民
主
主

義
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
参
加
や
平
等
を
重
ん
じ
る
福
祉
国
家
体
制
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
一
一

第
３
章　

ポ
デ
モ
ス
の
支
持
獲
得
と
政
治
空
間

　

ポ
デ
モ
ス
は
な
ぜ
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
デ
モ
ス
現
象
で
も
っ
と
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、
先
に
述
べ
た
表

現
の
過
激
さ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
の
拡
散
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ポ
デ
モ
ス
の
擡
頭
は
、
そ
の
よ
う
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
１
節 

社
会
運
動
と
政
党

　

ポ
デ
モ
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Pérez, 2014

）。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
一
般
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
Ｌ
ａ　

Ｔ
ｕ
ｅ
ｒ
ｋ
ａ
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
Ｌ
ａ　

Ｔ
ｕ
ｅ
ｒ
ｋ

ａ
で
は
、
ゲ
ス
ト
が
イ
グ
レ
シ
ア
ス
と
同
意
見
と
限
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
多
様
な
意
見
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
と

主
張
す
る
。
そ
の
よ
う
な
自
ら
と
意
見
を
異
に
す
る
こ
と
も
の
と
の
対
話
、
討
論
が
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
発
信
力
を
鍛
え
た
と
指
摘
す
る

論
者
も
多
い
（G

alays, 2014; Pérez, 2014

）。
そ
の
よ
う
な
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
の
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
能
力
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
発
信
で
も
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
意
見
や
質
問
に
対

す
る
反
応
速
度
が
速
い
（G

alays, 2014

）。
確
か
に
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
少
な
く
と
も
結
党
時
に
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
主
要
な
発
信
手
段
と
す
る
こ
と
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
を
戦
い
、
知
名
度
を
上
げ
た
。

そ
こ
で
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
を
「
デ
ジ
タ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
称
す
る
議
論
も
あ
る
（Pérez, 2014

）。

　

し
か
し
、
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
図
っ
て
い
な
い
政
党
が
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ポ
デ
モ
ス
の



　

二
一
二

成
功
の
理
由
と
す
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
擡
頭
の
理
由
と
す
る
指
摘
に
ポ
デ
モ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
も

違
和
感
を
表
明
し
て
い
る
（D

om
ínguez y G

im
énez, 2014

）。
彼
ら
に
と
っ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
元
々
の
活
動
の
舞
台
で
な
く
、

選
挙
戦
で
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
無
視
さ
れ
た
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
が
発
信
手
段
と
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
確
か
に
、
大
手
メ
デ

ィ
ア
に
対
し
て
不
信
感
が
強
い
（Iglesias T

urrión

（2014

））、
し
か
し
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ア
ー
が
ラ
ホ
イ
首

相
の
そ
れ
を
超
え
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
の
後
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
で
ポ
デ
モ
ス
の
急
速
な
拡
大
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
（E

l País, 8/9/2014

）。
そ
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
効
果
を
発
揮
す
る
状
況
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
ポ
デ
モ
ス
を
政
策
お
よ
び
政
治
空
間
か
ら
検
討
し
よ
う
。

第
２
節 

政
治
空
間
と
ポ
デ
モ
ス

　

第
１
項　

緊
縮
政
策

　

ポ
デ
モ
ス
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
経
済
政
策
が
そ
れ
ほ
ど
過
激
で
な
く
、
む
し
ろ
穏
健
で
社
会
民
主
主
義
的
で
あ
る
。
サ
パ

テ
ー
ロ
社
会
労
働
党
政
権
が
二
〇
一
〇
年
五
月
一
二
日
に
突
如
、
緊
縮
策
に
転
向
し
た
こ
と
は
、
社
会
民
主
主
義
が
占
め
て
い
た
政
治

空
間
を
放
棄
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
空
間
に
侵
入
し
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
の
が
ポ
デ
モ
ス
で
あ
る
と
想
像
で
き
る
。
た

だ
し
、
直
感
的
な
そ
う
い
っ
た
ポ
デ
モ
ス
像
を
維
持
す
る
た
め
に
、
押
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
前
提
が
あ
る
。
ポ
デ
モ
ス

は
、
政
策
的
に
北
欧
社
会
民
主
主
義
を
モ
デ
ル
と
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
一
般
の
世
論
調
査
で
統
一
左
翼
〔
共
産
党
〕
よ
り
も
左
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
は
自
ら
を
左
と
位
置
づ
け
な
が
ら
も
「
左
右
対
立
」
で
の
政
治
認
識
を
時
代
錯
誤
と

主
張
し
て
い
る
（D

om
ínguez y G

im
énez, 2014

な
ど
）。

　

こ
こ
で
は
、
二
大
政
党
制
と
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
経
済
政
策
と
い
う
狭
い
意
味
か
ら
見
た
緊
縮
政
策
批
判
に
つ
い
て
で



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
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ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
一
三

あ
る
。
ポ
デ
モ
ス
の
主
張
は
、
社
会
労
働
党
に
対
す
る
近
親
憎
悪
が
反
映
し
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
左
右
対
立
は
、
内
戦
と
フ
ラ
ン
コ
独
裁
の
歴
史
的
経
験
の
た
め
に
き
わ
め
て
深
い
社
会
的
亀
裂
を
伴
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
そ
の
た
め
、
政
治
的
争
点
が
左
右
対
立
に
還
元
す
る
傾
向
が
非
常
に
強
い
。
こ
の
よ
う
な
左
右
の
対
立
は
、
経
済
政
策
に
つ
い
て

も
当
て
は
ま
る
。

　

そ
も
そ
も
社
会
労
働
党
は
、
す
で
に
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
時
代
に
、
経
済
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
ケ
イ
ン
ズ
主
義
者
が
ス
タ
ッ
フ
に
加

わ
り
、
経
済
合
理
性
を
重
視
し
た
経
済
政
策
を
実
施
し
て
い
た
。
財
政
の
重
点
を
福
祉
や
産
業
基
盤
の
拡
充
に
置
い
て
長
期
的
な
成
長

基
盤
の
整
備
を
も
く
ろ
む
と
と
も
に
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
な
反
循
環
政
策
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
政
権
の
経
済

政
策
は
、
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
景
気
調
整
政
策
で
あ
っ
て
、
ド
グ
マ
テ
ィ
ー
ク
に
提
示
さ
れ
る
も
の
と
い
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

言
説
の
面
で
は
曖
昧
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
参
加
す
る
た
め
の
産
業
の
構
造
転
換
政
策
と
好
況
期
に
歳
出
を
抑
え
る
イ
ン
フ
レ

対
策
が
労
働
組
合
の
強
い
反
発
を
呼
び
、
左
翼
か
ら
「
新
自
由
主
義
だ
」
と
非
難
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
野
党
時
代
の

ア
ス
ナ
ー
ル
は
、
そ
う
い
っ
た
反
「
新
自
由
主
義
」
言
説
を
利
用
し
て
、
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
政
権
の
追
い
落
と
し
に
成
功
し
た
（
1
）。

　

ア
ス
ナ
ー
ル
人
民
党
は
、
政
権
に
就
く
と
一
転
し
て
、
規
制
緩
和
と
電
力
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
を
進
め
、
労
働
法
制
の

改
革
な
ど
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
倣
っ
た
「
新
自
由
主
義
」
政
策
を
推
進
し
た
。
他
方
で
、
景
気
の
拡
大
の
恩
恵
を
受
け
、
ユ
ー
ロ
参
加
を

実
現
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
を
拡
大
し
、
経
済
的
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
ス
ナ
ー
ル
時
代
の
経

済
政
策
に
対
し
て
、
社
会
労
働
党
は
、
教
育
・
研
究
の
公
的
投
資
の
拡
大
に
よ
る
生
産
力
の
向
上
を
掲
げ
て
対
抗
し
、
政
権
の
政
策
が

も
た
ら
し
た
副
作
用
で
あ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
住
宅
バ
ブ
ル
の
批
判
を
批
判
し
た
が
、
現
実
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
そ

の
政
策
方
針
と
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
ア
ス
ナ
ー
ル
政
権
の
新
自
由
主
義
や
市
場
主
義
、
規
制
緩
和
と
い
っ
た
明
確
な
ド
グ
マ
に

対
し
て
、
社
会
労
働
党
側
の
経
済
政
策
哲
学
は
政
治
的
動
員
に
つ
な
が
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。



　

二
一
四

　

社
会
労
働
党
が
、
サ
パ
テ
ー
ロ
書
記
長
時
代
に
、
そ
の
よ
う
な
経
済
政
策
を
通
し
た
動
員
の
限
界
を
破
り
、
政
権
奪
回
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
得
た
理
由
は
、
新
社
会
運
動
の
要
求
を
党
政
策
に
統
合
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
（Verge, 2007

）。
い
わ
ゆ
る
組
織
政
党
の
時
代
で

な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
的
な
要
求
を
く
み
上
げ
る
別
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
得
る
。
社
会
労
働
党
は
、
党
費
免
除
の
党
友
制
度

を
作
り
、
多
く
の
新
社
会
運
動
活
動
家
を
党
の
意
思
決
定
に
参
与
さ
せ
た
。
党
の
政
策
決
定
組
織
を
政
策
分
野
ご
と
に
整
備
し
た
上

で
、
そ
こ
に
党
友
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
党
友
は
、
政
策
決
定
会
合
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
議
決
権
を
持
た
な
い
が
、
自
由
に
意

見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
社
会
労
働
党
の
正
式
の
政
策
決
定
に
強
い
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（Verge, 2007

）。
こ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る
新
社
会
運
動
と
社
会
労
働
党
と
が
政
策
面
で
密
接
に
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
も
、

サ
パ
テ
ー
ロ
政
権
は
、
列
車
テ
ロ
に
際
し
た
ア
ス
ナ
ー
ル
政
権
の
情
報
操
作
に
対
す
る
対
抗
運
動
を
政
権
獲
得
の
原
動
力
の
一
つ
と
し

た
。
サ
パ
テ
ー
ロ
は
、
彼
ら
の
「
我
々
を
騙
す
な
」
と
い
う
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
大
音
声
に
包
ま
れ
て
、
選
挙
勝
利
を
宣
言
し
た
。

サ
パ
テ
ー
ロ
政
権
の
緊
縮
政
策
へ
の
転
換
が
政
治
的
に
持
つ
意
味
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
を
離
れ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

実
は
、
サ
パ
テ
ー
ロ
は
、
政
権
に
到
達
す
る
と
き
、
経
済
政
策
に
関
し
て
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
が
政
権
時
に
培
っ
た
経
済
専
門
家
と
の
連

携
を
利
用
し
た
。
サ
パ
テ
ー
ロ
は
、
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
を
仲
介
役
に
し
て
、
党
員
で
な
い
、
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
政
権
時
代
に
農
水
相
を
務
め

た
ペ
ド
ロ
・
ソ
ル
ベ
ス
を
経
済
担
当
第
二
副
首
相
兼
財
務
大
臣
に
起
用
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
経
済
合
理
性
を
逸
脱
し
な
い
慎
重
な
経

済
運
営
に
努
め
た
（Solbes, 2013

）。
実
際
、
サ
パ
テ
ー
ロ
政
権
の
最
初
の
経
済
的
課
題
は
、
石
油
の
高
騰
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
懸
念
で
あ
り
（E

l País, 7/5/2004; 9/5/ 2004

）、
住
宅
の
高
騰
と
供
給
不
足
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
サ
パ
テ
ー
ロ
政
権
の
経
済
政

策
は
、
単
純
に
「
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
拡
張
的
財
政
」
が
挫
折
し
、「
緊
縮
政
策
」
に
転
換
し
た
と
い
う
わ
け
で
な
か
っ
た
。
景
気
動
向

に
合
わ
せ
て
そ
れ
な
り
に
慎
重
に
危
機
の
乗
り
切
り
策
を
展
開
し
て
い
た
。
二
〇
一
〇
年
五
月
に
な
っ
て
突
然
、
直
ち
に
緊
縮
策
に
転

換
す
る
よ
う
に
他
の
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
か
ら
要
求
さ
れ
た
こ
と
で
「
緊
縮
政
策
」
を
文
字
通
り
一
晩
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
一
五

の
で
あ
る
（R

odríguez Zapatero, 2013

）。

　

こ
の
と
き
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
緊
縮
策
の
中
身
以
上
に
、
そ
の
発
表
に
よ
っ
て
金
融
業
界
か
ら
の
支
持
を
取
り
付
け
る
ア
ナ
ウ
ン

ス
効
果
で
あ
っ
た
。
サ
パ
テ
ー
ロ
の
回
顧
録
（R

odríguez Zapatero, 2013

）
に
よ
れ
ば
、
年
金
の
改
革
を
低
所
得
層
へ
の
影
響
を
少

な
く
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
を
維
持
す
る
た
め
に
教
育
予
算
の
削
減
を
極
力
避
け
た
も
の
と
し
た
。
一
言
で

言
え
ば
、
緊
縮
策
へ
の
転
換
を
極
力
弥
縫
的
な
も
の
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
政
策
転
換
に
は
、
国

内
で
の
合
意
調
達
の
余
裕
が
な
か
っ
た
。
労
働
組
合
に
も
事
後
報
告
を
す
る
以
外
に
な
か
っ
た
。
結
局
、
首
相
の
独
断
に
よ
っ
て
政
策

転
換
を
行
な
っ
た
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
国
内
の
一
般
有
権
者
向
け
の
説
明
は
、
経
済
危
機
の
深
刻
さ
を
述
べ
る
程
度
の
乏
し
い
も
の

と
な
っ
た
。
新
聞
に
は
、「
サ
パ
テ
ー
ロ
が
社
会
政
策
を
犠
牲
に
す
る
」
と
い
う
大
見
出
し
が
踊
っ
た
（E

l País, 13/5/2010

）。

　

こ
の
よ
う
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
サ
パ
テ
ー
ロ
に
対
し
て
一
切
の
同
情
的
な
分
析
を
行
な
わ
ず
、
集
中
砲
火
を
浴
び
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、
人
民
党
党
首
の
ラ
ホ
イ
は
、
政
策
転
換
に
一
切
の
協
力
を
断
り
、
も
っ
ぱ
ら
攻
撃
に
回
っ
た
。
ラ
ホ
イ
の

人
民
党
は
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
の
選
挙
に
際
し
て
、
公
務
員
給
与
の
維
持
、
年
金
の
維
持
、
付
加
価
値
税
の
引
き
上
げ
回
避
な
ど
、

「
反
緊
縮
策
」
的
公
約
を
掲
げ
て
選
挙
に
大
勝
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
権
到
達
後
、
一
転
し
て
、
そ
う
い
っ
た
公
約
を
無

視
し
、
公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ
、
年
金
の
減
額
、
付
加
価
値
税
引
き
上
げ
お
よ
び
財
政
支
出
の
大
幅
削
減
を
行
な
っ
た
（K

ennedy, 

2012

）。
こ
う
し
て
、
既
存
の
政
党
政
治
の
中
で
は
、
緊
縮
策
対
反
緊
縮
策
と
い
っ
た
経
済
政
策
を
基
軸
と
し
た
政
策
論
争
が
全
く
な

さ
れ
な
い
で
、
緊
縮
策
が
唯
一
の
政
策
と
し
て
推
進
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
社
会
的
な
合
意
が
全
く
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
政
策
論
議
も
不
十
分
な
ま
ま
で
、
経
済
政
策
の
大
転
換
が
行
な
わ
れ
た
結

果
、
緊
縮
政
策
へ
の
転
換
が
、
人
々
を
「
騙
し
た
」
結
果
と
な
り
、
多
く
の
活
動
家
が
社
会
労
働
党
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ま

で
ス
ペ
イ
ン
の
社
会
労
働
党
は
、
新
社
会
運
動
を
前
記
の
方
法
で
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
欧
で
一
般
化
し
て
い
た
組
織
政
党
の
危



　

二
一
六

機
を
克
服
し
て
き
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
な
っ
て
突
然
そ
の
よ
う
な
統
合
方
式
が
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
空
白
地

帯
と
な
っ
た
政
策
空
間
を
埋
め
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
運
動
と
結
び
つ
い
た
勢
力
が
ポ
デ
モ
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ポ
デ
モ
ス
は
、

十
五
Ｍ
運
動
や
ア
ダ
・
コ
ラ
ウ
が
率
い
る
「
家
を
奪
わ
れ
た
も
の
の
主
張
Ｐ
Ａ
Ｈ
」
な
ど
と
協
力
関
係
を
築
い
て
拡
大
し
た
。
し
か

し
、
相
互
の
自
律
性
を
尊
重
す
る
こ
と
を
理
由
に
あ
く
ま
で
も
社
会
運
動
と
の
間
に
一
線
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ポ
デ
モ
ス
と

社
会
運
動
の
関
係
は
、
社
会
労
働
党
と
新
社
会
運
動
に
似
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
社
会
経
済
対
立
以
上
に
宗
教
上
の
対
立
が
左
右
を
決
定
し
て
い
る
（Sánchez-C

uenca y D
inas, 2012

）。
そ
の

意
味
で
は
社
会
労
働
党
は
、
明
ら
か
に
左
翼
で
あ
る
。
新
社
会
運
動
が
社
会
労
働
党
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
脱
物
質
主
義
的
要
求
も
左

翼
要
求
と
統
合
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
社
会
的
亀
裂
が
重
な
る
こ
と
で
人
民
党
と
社
会
労
働
党
と
の
二
大
政
党
の
対
立

が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
ポ
デ
モ
ス
が
、
社
会
労
働
党
か
ら
社
会
的
支
持
を
奪
う
た
め
に
は
、
こ
う
い
っ
た
左
右
対
立
が
あ
ら
た
な
政
治

的
争
点
を
統
合
し
拡
大
再
生
産
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
解
体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ポ
デ
モ
ス
が
、
左
翼
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
左

翼
と
し
て
の
有
権
者
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
同
時
に
左
右
対
立
を
否
定
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
ポ
デ
モ
ス
に
一
定
の

中
道
志
向
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
実
は
ポ
デ
モ
ス
は
中
道
左
派
に
近
い
。

　

た
だ
し
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
別
の
政
治
空
間
で
社
会
労
働
党
と
異
な
っ
た
位
置
に
い
る
。
そ
れ
が
、
バ
ス
ク
や
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
保
守

的
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
勢
力
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

第
２
項　

辺
境
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
批
判

　

サ
パ
テ
ー
ロ
は
、
党
内
基
盤
の
一
つ
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
社
会
党
で
あ
っ
た
た
め
、
後
者
の
方
針
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
連
邦
制
化
を
社

会
労
働
党
全
体
の
公
式
の
政
策
に
格
上
げ
し
た
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
お
い
て
、
二
〇
〇
三
年
に
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
社
会
党
の
パ
ス
ク
ワ



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
一
七

ル
・
マ
ラ
ガ
イ
を
州
政
府
首
相
（
二
〇
〇
六
年
か
ら
は
ジ
ョ
セ
・
モ
ン
テ
ィ
ー
ヤ
）
と
す
る
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
左
翼
共
和
党
お
よ
び
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
・
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
が
閣
内
協
力
す
る
三
党
体
制
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
発
足
し
た
。
そ
こ
で
作
ら
れ
る
新
た
な
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
州
憲
章
に
つ
い
て
、
サ
パ
テ
ー
ロ
は
、
白
紙
委
任
を
与
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
新
憲
章
草
案
は
、
憲
法
を
逸
脱
す
る
内
容
を

含
み
、
二
〇
一
〇
年
、
憲
法
裁
判
所
か
ら
一
部
違
憲
判
決
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
感
情
的
な
反

発
が
拡
が
り
、
州
首
相
も
加
わ
っ
た
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
発
生
し
、
そ
れ
以
後
、
大
規
模
な
独
立
運
動
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
二
〇
一
四
年
十
一
月
九
日
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
州
政
府
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
独
立
を
問
う
住
民
投
票
を
実
施
す
る
ま
で
に
至
る
。

　

そ
れ
で
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
独
立
問
題
に
対
し
て
ポ
デ
モ
ス
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ポ
デ
モ
ス
の
公
式
の
政

策
は
、
独
立
と
も
連
邦
制
と
も
現
行
制
度
と
も
明
確
な
方
針
を
定
め
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
問
題
が
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
の
人
民
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
結
局
具
体
策
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
代
表
と
ス
ペ
イ
ン
国
会
の
代
表
と

が
平
和
な
妥
協
策
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
曖
昧
な
願
望
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
の
実

施
そ
の
も
の
は
、
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
支
持
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
手
続
き
を
民
主
的
に
す
る
以
外
の
具
体
策
を
先
送
り
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
世
論
調
査
で
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
社
会
党
よ
り
も
若
干
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
独
立
に
理

解
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
（C

E
S, B

aròm
etre d’

O
pinió Política, 

2 onada 2015

）。
そ
れ
で
も
、
実
は
、
ポ
デ
モ
ス
の
支
持
者

は
、
大
半
（
七
八
％
）
が
独
立
に
反
対
で
あ
り
（E

l País, 28/10/2014

）、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
遊
説
で
、
個
人
的
見

解
と
し
な
が
ら
も
、
明
確
に
独
立
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
（E

l M
undo, 22/12/2014

）。
Ｐ
Ｓ
Ｃ
な
ど
既
存
左
翼

政
党
が
、
さ
ら
な
る
特
権
と
連
邦
制
化
に
よ
っ
て
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
左
翼
の
歓
心
を
買
お
う
と
す
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
ポ
デ
モ
ス
は

「
中
央
集
権
」
的
に
な
っ
て
い
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
左
翼
共
和
党
や
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
保
守
政
党
Ｃ
ｉ
Ｕ
は
、
ポ
デ
モ
ス
こ
そ
カ
タ
ル

ー
ニ
ャ
政
党
の
主
要
敵
と
見
な
し
て
、
そ
の
支
持
の
急
上
昇
に
対
抗
し
て
、
協
力
を
模
索
し
て
い
る
。
結
局
、
独
立
の
是
非
を
軸
と
す



　

二
一
八

る
政
治
対
立
構
造
に
お
い
て
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
社
会
党
が
左
翼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
協
力
を
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
保
守
政
党
Ｃ
ｉ
Ｕ
と

争
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
左
翼
勢
力
の
中
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
独
立
反
対
派
の
中
核
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
一
月
時
点
の
世
論
調
査
で
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
の
国
政
選
挙
（
下
院
）
で
、
最
大
の
支
持
を
集
め
て
い
る

の
が
ポ
デ
モ
ス
で
あ
っ
た
（C

E
S, B

aròm
etre d’

O
pinió Política, 1

onada 2015

）。
こ
う
し
て
ポ
デ
モ
ス
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で

地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
反
対
者
の
支
持
を
拡
大
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
地
域
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
反
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
対
立
構
造
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
よ
り

中
央
集
権
的
な
有
権
者
の
支
持
の
結
集
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
ポ
デ
モ
ス
の
支
持
拡
大
の
も
う
一
つ
の
原
因
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

　

ポ
デ
モ
ス
の
現
在
ま
で
の
一
定
の
成
功
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
宣
伝
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
過
激
な
言
動
に
よ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
と
い
っ
た
政
治
ス
タ
イ
ル
か
ら
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
成
功
は
、
社
会
労
働
党
の
緊
縮
政
策
と
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

へ
の
譲
歩
に
よ
っ
て
政
治
空
間
に
真
空
地
帯
が
生
ま
れ
た
点
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
本
章
の
主
張
で
あ
る
。
も
し
そ
う

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ポ
デ
モ
ス
の
支
持
拡
大
に
は
、
か
つ
て
の
社
会
労
働
党
と
同
じ
限
界
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
捉

え
る
と
、
ポ
デ
モ
ス
が
政
党
政
治
の
中
で
影
響
力
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
既
成
政
党
と
の
協
力
関
係
の
形
成
が
不
可
欠
に
な
ろ
う
。

第
４
章　

ポ
デ
モ
ス
の
可
能
性

　

本
稿
の
最
後
に
、
ポ
デ
モ
ス
の
今
後
の
可
能
性
と
今
後
持
ち
う
る
意
義
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
も
し
ポ
デ
モ
ス
が
他
政
党
と
の
協
力

関
係
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
大
き
な
障
碍
が
ポ
デ
モ
ス
の
「
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
」「
極
左
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
一
九

ポ
デ
モ
ス
の
攻
撃
的
言
説
は
そ
の
「
極
左
」
的
イ
メ
ー
ジ
を
強
め
て
い
る
。
政
策
に
社
会
民
主
主
義
色
が
強
く
と
も
、「
金
融
オ
リ
ガ

ル
キ
ア
」
と
か
「
カ
ー
ス
ト
」
と
い
っ
た
新
左
翼
の
刺
激
的
な
用
語
と
ラ
ッ
パ
ー
も
ど
き
の
激
し
い
言
葉
使
い
、
そ
し
て
、
論
争
に
お

け
る
噛
み
つ
く
よ
う
な
し
ゃ
べ
り
方
と
い
っ
た
攻
撃
的
な
ス
タ
イ
ル
が
偏
見
を
生
み
出
す
。
彼
ら
は
果
た
し
て
今
後
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン

ジ
を
進
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
既
存
メ
デ
ィ
ア
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
再
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
１
節 

メ
デ
ィ
ア
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

　

ス
ペ
イ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
政
治
色
の
強
い
企
業
グ
ル
ー
プ
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
国
営
放
送
も
、
ラ
ホ
イ
政
権
に
な
っ
て
、
再

び
人
民
党
の
強
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
入
っ
て
い
る
。
人
民
党
は
、
右
派
で
知
ら
れ
る
ホ
セ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
・
ド
ミ
ン
ゲ

ス
を
人
民
党
の
賛
成
票
だ
け
で
、
再
び
国
営
放
送
会
長
に
据
え
（E

l País, 22/10/2014; E
l M

undo, 6/10/2014

）、
報
道
局
長
に
ア

ル
バ
レ
ス
・
グ
ン
デ
ィ
ン
を
任
命
し
た
。
こ
う
し
て
国
営
放
送
で
政
府
に
批
判
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
排
除
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（E
l País, 20/1/2015

）。

　

こ
の
よ
う
に
保
守
が
圧
倒
的
に
強
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
世
界
で
は
、
ポ
デ
モ
ス
が
「
バ
ス
ク
の
独
立
派
の
テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ

Ｅ
Ｔ
Ａ
の
シ
ン
パ
」、「
独
裁
者
〔
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
な
ど
〕
の
手
先
」
な
ど
、
あ
る
い
は
「
か
っ
ぱ
ら
い
や
泥
棒
（
2
）」
な
ど
と
、

様
々
な
言
葉
で
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
右
派
放
送
局
ラ
・
セ
ス
タ
の
討
論
番
組
で
、
人
民
党
の
機
関
誌
と
い
え
る
エ
ル
・
ム

ン
ド
紙
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
イ
ン
ダ
は
、
ポ
デ
モ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
激
し
く
攻
撃
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
四
年
五
月
三

一
日
の
討
論
で
は
、
イ
ン
ダ
が
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権
か
ら
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
イ
グ
レ
シ
ア
ス
と
ポ
デ
モ
ス
が
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
と
同
じ
よ
う
な
人
権
抑
圧
体
制
を
狙
っ
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
（
3
）。

　

ス
ペ
イ
ン
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
も
、
無
理
に
単
純
化
の
図
式
を
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
保
守
ジ
ャ



　

二
二
〇

ー
ナ
リ
ス
ト
と
ポ
デ
モ
ス
の
討
論
を
見
て
も
、
前
者
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
政
権
を
支
持
す
る
か
、
評
価
す
る
か
と
い
っ
た
単
純

化
し
た
質
問
を
繰
り
返
し
、
ポ
デ
モ
ス
側
が
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
人
権
抑
圧
と
い
う
負
の
側
面
と
貧
困
対
策
へ
の
取
り
組
み
と
い
う
正
の

側
面
を
挙
げ
て
単
純
に
白
黒
を
つ
け
ら
れ
な
い
と
述
べ
る
。
す
る
と
、
ポ
デ
モ
ス
側
が
い
く
ら
自
分
た
ち
の
モ
デ
ル
が
北
欧
社
会
民
主

主
義
体
制
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
に
は
ベ
ネ
ス
エ
ラ
化
を
目
指
し
て
い
る
と
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
る（4
）。
実
際
、
ポ
デ
モ
ス

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
学
教
授
や
学
者
で
あ
り
、「
人
々
に
わ
か
り
や
す
い
単
純
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
り
支
持
を
拡
大
す
る
」
と
い
う
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
正
反
対
に
、
い
く
つ
も
の
前
提
や
条
件
付
き
で
話
し
、
説
明
が
ま
ど

ろ
っ
こ
し
く
て
長
い
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
紋
切
り
型
の
「
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
」
が
好
き
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
間
で
は
、
話
が
全

く
か
み
合
わ
な
い
。
そ
の
結
果
、「
本
当
の
政
策
を
隠
し
て
い
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
再
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
保
守
的
な
メ
デ
ィ
ア
は
、
か
な
り
意
図
的
に
ポ
デ
モ
ス
に
関
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
た
と
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
が
二
〇
〇
八
年
に
定
め
た
刑
期
算
定
方
法
を
受
け
い
れ
て
、
全
国
裁
判
所
が
二
〇
一
四
年

十
二
月
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
「
サ
ン
テ
ィ
・
ポ
ト
ロ
」
の
釈
放
を
命
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
国
営
放
送
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
セ
ル
ヒ

オ
・
マ
ル
テ
ィ
ン
は
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
に
祝
意
を
示
し
て
当
て
こ
す
り
、
あ
た
か
も
ポ
デ
モ
ス
が
Ｅ
Ｔ
Ａ
を
支
援
し
て
い
る
よ
う
に
述

べ
た
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
の
発
言
に
当
初
困
惑
し
た
が
、
そ
の
悪
意
に
気
づ
く
と
、
テ
ロ
の
犠
牲
者
が
い
る
の
に
悪
質

な
冗
談
の
種
に
す
る
な
と
、
強
い
反
発
を
示
し
た
。
他
の
左
翼
政
党
も
、
一
様
に
、
Ｅ
Ｔ
Ａ
を
非
難
し
つ
つ
も
、
法
律
と
そ
れ
に
基
づ

く
裁
判
所
命
令
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
一
斉
に
マ
ル
テ
ィ
ン
を
非
難
し
た
が
、
国
営
放
送
会
長
サ

ン
チ
ェ
ス
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
を
大
い
に
賞
賛
し
た
の
で
あ
る
（E

l País, 16/12/2014

）。

　

こ
う
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
間
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
国
民
と
の
間
に
も
、
必
ず
し
も
正

確
に
政
策
意
図
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
社
会
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
を
見
る
と
、「
ポ
デ
モ
ス
は
本
当
の
政
策
を
隠
し



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
二
一

て
い
る
」
と
多
く
の
国
民
が
認
識
す
る
に
至
っ
て
い
る
（C

IS

、B
arom

etro

、noviem
bre 2014

）。
そ
う
い
っ
た
不
信
感
は
、
今
後

の
政
党
間
協
力
に
妨
げ
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
２
節　

政
党
間
協
力
の
可
能
性

　

他
方
で
、
政
党
間
協
力
に
際
し
て
は
、
政
党
の
配
置
が
重
要
と
な
ろ
う
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
自
身
の
分
析
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選

挙
で
の
ポ
デ
モ
ス
の
支
持
の
四
割
分
が
社
会
労
働
党
支
持
層
か
ら
、
別
の
四
割
分
が
統
一
左
翼
の
支
持
層
か
ら
移
行
し
た
も
の
で
あ

り
、
人
民
党
か
ら
の
左
右
の
分
断
を
超
え
た
支
持
の
移
行
が
一
割
分
し
か
な
い
（Iglesias, 2014b

）。
ま
た
、
社
会
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
の
総
選
挙
で
投
票
し
た
政
党
を
回
答
し
た
人
の
中
で
は
、
統
一
左
翼
に
投
票
し
た
人
の
四
四
・

四
％
か
ら
四
五
・
六
％
が
ポ
デ
モ
ス
に
投
票
す
る
と
回
答
し
、「
同
盟
、
進
歩
、
民
主
」
党
に
投
票
し
た
人
の
二
七
・
四
％
か
ら
二
八
・

八
％
が
、
社
会
労
働
党
に
投
票
し
た
人
の
二
三
・
四
％
か
ら
二
四
・
七
％
が
ポ
デ
モ
ス
に
投
票
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人

民
党
に
投
票
し
た
人
の
わ
ず
か
六
％
し
か
ポ
デ
モ
ス
へ
の
投
票
意
思
を
示
し
て
い
な
い
（C

IS, B
aróm

etro, noviem
bre de 2014

）。

ポ
デ
モ
ス
へ
の
票
の
移
動
の
可
能
性
は
、
左
右
の
分
断
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
ス
ペ
イ
ン
の
政
党
空
間
の
論
理
に
従
っ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

　

そ
う
な
る
と
、
ポ
デ
モ
ス
の
登
場
は
、
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
弱
体
化
す
る
だ
け
に
な
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
有
権
者
の

こ
れ
ま
で
の
支
持
を
見
る
と
、
右
翼
ブ
ロ
ッ
ク
が
人
民
党
一
党
で
統
合
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
が
分
断
し
て
い
る
分
、

劣
位
に
置
か
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
分
裂
を
克
服
し
て
左
翼
が
政
権
を
握
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
来
た

理
由
は
、
社
会
労
働
党
が
内
部
に
多
様
性
を
持
ち
、「
新
社
会
運
動
」
を
含
め
た
新
た
な
政
治
勢
力
を
辛
じ
て
統
合
し
て
き
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。



　

二
二
二

　

そ
う
な
る
と
、
今
後
の
左
翼
の
政
権
復
帰
の
可
能
性
は
、
ポ
デ
モ
ス
と
社
会
労
働
党
と
に
協
力
関
係
に
か
か
っ
て
こ
よ
う
。
し
か
し

ポ
デ
モ
ス
と
社
会
労
働
党
は
左
翼
内
部
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
（E

l País, 1/12/2014

）。
ポ
デ
モ
ス
側
が
社
会
労

働
党
を
カ
ー
ス
ト
の
一
員
と
し
て
非
難
し
て
い
る
の
は
す
で
に
見
た
。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
社
会
運
動
の
活
動
家
た
ち
に
社
会
労
働
党
に

取
り
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
と
繰
り
返
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ポ
デ
モ
ス
が
組
織
化
を
進
め
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
執
行
部
が
内
部
の
反
資
本

主
義
左
翼
を
押
さ
え
込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
戦
略
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
で
、
社
会
労
働
党
の
側
も
、
ポ
デ
モ
ス
を
排
除

す
る
動
き
が
当
初
強
か
っ
た
。
元
首
相
の
ゴ
ン
サ
ー
レ
ス
は
、
ポ
デ
モ
ス
が
ボ
リ
ビ
ア
型
左
翼
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
有
害
で

あ
る
と
批
判
し
て
い
た
（E

l País, 28/5/2014

）。
し
か
し
、
ポ
デ
モ
ス
が
支
持
基
盤
を
固
め
る
に
つ
れ
て
、
協
調
が
も
う
一
つ
選
択

肢
と
な
っ
て
い
る
。
元
首
相
の
サ
パ
テ
ー
ロ
は
、
ポ
デ
モ
ス
が
話
の
わ
か
る
社
会
民
主
主
義
者
だ
と
断
じ
（
5
）、
ポ
デ
モ
ス
と
の
間
の
紐

帯
役
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
（A

B
C

, 31/3/2015

）。
現
書
記
長
の
ペ
ド
ロ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
が
揺
れ
動
い
て
い
る
（E

l País, 

2/12/2014

）
が
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
二
日
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
州
議
会
選
挙
で
勝
利
し
た
社
会
労
働
党
の
ス
サ
ー
ナ
・
デ
ィ
ア
ス
は

ポ
デ
モ
ス
と
の
協
調
を
期
待
し
て
い
る
（E

l País, 29/10/2014

）。
ポ
デ
モ
ス
の
側
で
は
、
デ
ィ
ア
ス
の
州
首
相
就
任
に
反
対
票
を

投
じ
る
べ
き
か
、
棄
権
す
べ
き
か
で
激
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
実
質
的
に
デ
ィ
ア
ス
の
首
相
就
任
を
容
認
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
の
で
、
社
会
労
働
党
が
も
し
選
挙
で
一
定
の
勝
利
を
納
め
て
、
二
大
政
党
制
の
強
靱
さ
を
維
持
す
る
な
ら
ば
、
ポ
デ
モ

ス
と
の
事
実
上
の
協
力
関
係
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

第
３
節 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ポ
デ
モ
ス

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
反
統
合
派
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
そ
う
い
っ
た
統
合
反
対
派
が
力
を
得
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
こ
の
点
は
、
ト
ロ
イ
カ
を
批
判
し
て
い
る
ポ
デ
モ
ス
に
も
当
て
は
ま
る
。
確
か
に
、
一
方
で
、
ポ
デ
モ
ス
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統



ポ
デ
モ
ス
擡
頭
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
に
お
け
る
意
味

（
都
法
五
十
六-

一
）　　

二
二
三

合
や
ユ
ー
ロ
圏
に
お
け
る
民
主
主
義
の
赤
字
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
新
た
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
ポ
デ
モ
ス
に
と
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
、
本
来
的
に
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権
、
平
等
、
福
祉
な
ど
の
モ
デ
ル
を
意
味
し
て

い
る
（D

om
ínguez y G

im
énez, 2014

所
収
ベ
ス
カ
ン
サ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
イ
グ
レ
シ
ア
ス
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
議
長
に
立

候
補
す
る
演
説
で
、
そ
う
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
取
り
戻
す
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
（
演
説
は
、Iglesias, 2014b

所
収
）。
い
わ
ゆ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
理
論
に
お
け
る
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
な
く
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
を
目
指
す
上
で
、
ポ
デ
モ
ス
は
他
国
の
左
翼
政
党
と
の
連
合
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
も
っ
と
も
華
々
し

い
提
携
相
手
の
例
が
、
ギ
リ
シ
ア
の
急
進
左
派
連
合
で
あ
る
。
ポ
デ
モ
ス
は
、
統
一
左
翼
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
と
と
も
に
、
急
進
左
派

連
合
な
ど
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
レ
ベ
ル
で
「
欧
州
統
一
左
派
・
北
方
緑
の
左
派
同
盟
」
を
組
ん
で
い
る
。

　

イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
五
日
の
ギ
リ
シ
ア
総
選
挙
の
直
前
、
急
進
左
派
連
合
の
選
挙
集
会
に
駆
け
つ
け
、
応
援
演

説
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
ギ
リ
シ
ア
を
訪
問
し
、
当
時
の
サ
マ
ラ
ス
率
い
る
新
民
主
主
義
党
政
権
の
支
援
を
表
明
し
た
の

は
、
ラ
ホ
イ
首
相
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
総
選
挙
は
、
ギ
リ
シ
ア
一
国
の
政
治
的
動
向
を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ロ
に
加
盟
し

債
務
国
と
し
て
今
な
お
厳
し
い
財
政
緊
縮
策
の
元
に
置
か
れ
て
い
る
南
欧
諸
国
全
体
の
帰
趨
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
、
ス
ペ

イ
ン
の
政
治
的
配
置
に
も
密
接
に
絡
む
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ギ
リ
シ
ア
の
ソ
ブ
リ
ン
危
機
は
、
単
純
な
放
漫
財
政
の
「
ツ
ケ
」
と
い
っ
た
話
で
な
い
。
ド
イ
ツ
の
財
務
相
シ
ョ
イ
ベ
ル
が
議
会
政

治
民
主
主
義
の
一
時
停
止
に
よ
る
強
権
的
な
歳
出
削
減
を
提
唱
す
る
な
ど
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
主
義
や
主
権
の
維
持
の
問
題
が
絡
ん
で
い

た
。
そ
れ
で
も
、
議
会
制
民
主
主
義
と
国
民
主
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
結
局
、
そ
う
い
っ
た
民
主
主
義
の
根
幹
さ
え
も
失

い
か
ね
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
憲
法
の
規
定
で
は
、
議
会
を
解
散
し
て
、
総
選
挙
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し

て
も
、
公
然
と
ギ
リ
シ
ア
の
憲
法
を
無
視
す
る
こ
と
を
求
め
る
議
論
が
債
権
国
に
強
く
存
在
し
た
。
こ
の
結
果
、
緊
縮
政
策
の
経
済
政



　

二
二
四

策
的
是
非
以
上
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
民
主
政
治
の
自
律
性
が
政
治
的
争
点
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ギ
リ
シ
ア
の
総
選
挙
を
捉
え
る
と
、
緊
縮
策
の
是
非
な
ど
の
経
済
政
策
上
の
論
点
だ
け
で
な
く
、
債
権
国
や
ユ
ー
ロ
圏

諸
国
と
の
関
係
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
の
国
内
の
民
主
主
義
の
自
律
性
が
争
点
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
ポ
デ
モ
ス
は
、

急
進
左
派
連
合
の
勝
利
を
民
主
主
義
の
勝
利
と
し
て
歓
迎
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
ギ
リ
シ
ア
の
新
政
権
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
緊
縮
策
の
放
棄
に
ド
イ
ツ
の
首
脳
、
と
く
に
財
務
相
の
理
解
を
得
る
こ

と
は
困
難
を
極
め
る
。
そ
も
そ
も
、
サ
パ
テ
ー
ロ
が
二
〇
一
〇
年
五
月
一
二
日
に
緊
縮
政
策
に
転
換
し
た
の
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

首
脳
か
ら
の
強
い
圧
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（R

odríguez Zapatero, 2013

）。
ポ
デ
モ
ス
が
急
進
左
派
連
合
に
協
力
し
て
も
そ
う
し

た
圧
力
に
抗
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
反
緊
縮
連
合
を
主
導
で
き
る
保
証
は
な
い
。

　

サ
パ
テ
ー
ロ
政
権
が
政
策
転
換
を
速
や
か
に
行
な
っ
た
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ア
と
異
な
り
ス
ペ
イ
ン
国
内
政
治
が
自
律
性
を
保
ち
、
ギ

リ
シ
ア
と
異
な
り
街
頭
暴
力
を
ほ
と
ん
ど
押
さ
え
込
め
た
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
た
（Sánchez-C

uenca, 2012

）。
ス
ペ
イ
ン
は
、

社
会
労
働
党
か
ら
人
民
党
の
政
権
交
代
だ
け
で
、
民
主
主
義
の
政
治
制
度
の
解
体
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
し
た
成
果
を
放
棄
し

て
も
、
あ
え
て
反
緊
縮
政
策
に
挑
戦
す
る
と
す
れ
ば
、
他
の
ユ
ー
ロ
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
加
盟
国
、
ト
ロ
イ
カ
、
そ
し
て
何
よ
り

も
ド
イ
ツ
政
府
首
脳
の
方
針
を
転
換
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
裏
返
せ
ば
、
そ
う
い
っ
た
戦
略
が
構
築
さ
れ
て
初

め
て
、
緊
縮
財
政
政
策
に
代
わ
る
経
済
政
策
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
の
参
加
と
両
立
し
う
る
。
し
か
し
、
そ
の
見
込
み
が
立
っ
て
い
な

い
現
状
で
は
、
社
会
労
働
党
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ポ
デ
モ
ス
と
社
会
労
働
党
は
、
政
策
目
標
が
共
通
す
る
の

で
、
政
権
獲
得
の
た
め
の
協
力
関
係
を
模
索
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
強
い
国
際
的
拘
束
の
下
で
民
主
主
義
的
決
定
が
維
持
で
き
な
く
な
る

と
き
、
厳
し
い
緊
張
関
係
に
立
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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定
年
で
退
職
さ
れ
る
前
田
雅
英
教
授
、
川
村
栄
一
教
授
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
両
先
生
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
二
〇
一
五
年
三
月
を
も
っ
て
首
都
大
学
東
京
を
退
職
し
、
名
古
屋
大
学
に
移
ら
れ
た
山
田
高
敬
教
授
に
も
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
（
Ｂ
）「
ユ
ー
ロ
圏
危
機
下
に
お
け
る
南
欧
政
治
の
構
造
変
容
に
関
す
る
比
較
研
究
」（
課
題

二
五
二
八
五
〇
四
三　

研
究
代
表
者　

野
上
））
お
よ
び
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
共
同
研
究
「
ユ
ー

ロ
危
機
下
に
お
け
る
南
欧
諸
国
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
変
容―

東
欧
諸
国
と
の
地
域
間
比
較
の
視
点
か
ら
ー
」（
研
究
代
表
者　

東
北
大
学

横
田
正
顕
教
授
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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（
１
）  　

本
文
の
論
点
は
、
簡
単
に
は
拙
稿 

「
ス
ペ
イ
ン
社
会
労
働
党
政
権
の
政
治
経
済
学
ノ
ー
ト
│
新
自
由
主
義
批
判
の
批
判
的
検
討
」『
ス
ペ
イ
ン

史
研
究
』
15
、2001

年
、
16
〜
26
頁

（
2
）  　

保
守
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ロ
ホ
の
言
葉
。http://w

w
w

.elconfidencialdigital.com
/politica/Podem

os-A
lfonso-R

ojo-Iglesias_Pablo-0_
        2304969483.htm

l

最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
三
月
二
九
日

（
3
）  　

イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
、
中
南
米
の
多
く
の
政
府
か
ら
社
会
調
査
の
依
頼
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
際
の
契
約
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
代
価
を
も
ら
っ

た
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
討
論
で
は
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
が
説
明
を
行
な
お
う
と
す
る
と
、
司
会
者
の
制
止
も
聞
か
ず
に
イ
ン
ダ
が

割
っ
て
入
っ
て
話
を
続
け
さ
せ
な
い
こ
と
が
続
い
た
。http://w

w
w

.dailym
otion.com

/video/x1y3fhb_los-ataques-de-inda-a-pablo-
iglesias-de-podem

os-l6n-31-5-14_new
s 

最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
三
月
二
九
日

（
4
）  　

https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=hE1E

y3R
G

epc

最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
五
年
三
月
二
九
日

（
5
）  　

C
adena Ser, 

23 de m
arzo de 2015, «Zapatero: “

Podem
os es socialdem

ócrata, no populista”
»




